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１．はじめに

　幅広い実務的課題に対して「ビッグデータ」の

活用が有効であるとされる。こうした期待は企業

実務に限ったものではなく、政策のデザインや評

価においてデータに基づいた検討を進めるべきと

するEvidence-Based Policy Making（EBPM）の

要請を受ける形で公的セクターにおいても強い。

実務的課題の解決において必要となる「広義の意

思決定」に対して、ビッグデータ分析が効果的で

あるという認識が広く共有されている。

　一般的に、データ分析にとって有用なビッグデ

ータは三つの特徴を有する。第一に、データがカ

バーする「横断面（クロスセクション）方向の個

体数」が大きいという点である。本稿の後半で取

り上げる企業レベルのミクロデータ（例：財務デ

ータ）を用いた分析の文脈では、上場企業に加え

て数百万社に及ぶ未上場企業がデータに含まれて

いるケースが想定される。

　第二に、「時系列（タイムシリーズ）方向の観
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　ビッグデータを用いた分析の類型として「予測」と「因果推論」が挙げられる。本稿では、こうした分析のフ
レームワークを整理した上で、企業パフォーマンスや不正会計を対象とした高精度の予測モデル構築を行った事
例に加えて、より高粒度の対象に関する予測モデル構築の事例を紹介する。また、因果推論のフレームワークを
用いることで分析対象のunderlying�mechanismを理解する実務的な試みについても紹介する。こうした取組み
の更なる進展に加えて、分析から得られたアウトプット（例：予測スコア）の効果的な利用に向けた研究課題に
ついても議論する。
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